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⼤学体育授業での⼼拍計を⽤
いた積極性の評価は授業中の
⼼拍数および授業後の快感情
を増加させる

太田洋一（静岡福祉大学）

髙橋恭平（熊本学園大学）

はじめに
⼤学で開講されている⾮専⾨科⽬としての体育・スポー
ツ科⽬（以下、⼤学体育）の実技授業では「積極性」を
成績評価の⼀つとして⽤いていることが多い。

しかし、「積極性」の評価は教員の主観に頼るところが
⼤きく、具体的・客観的な評価⽅法を記載しているシラ
バスはほとんど無い。

具体的・客観的な指標で積極性を評価することができれ
ば、成績評価基準の明確化に繋がると考えられる。

はじめに

積極的な授業への参加は、授業中の運動強度や運動
時間の増加につながり、最⼤⼼拍数や平均⼼拍数の
増加に反映されると考えられる。

したがって、授業中の⼼拍数が「積極性」の客観的
な評価指標となる可能性が考えられる。

しかし、⼤学体育授業で⼼拍数を「積極性」の客観
的指標とした場合に、学⽣に与える⾝体的および⼼
理的影響は明らかにされているとは⾔えない。

⽬的

⼤学体育授業での⼼拍計を⽤いた積極性の評価
が、授業中の⼼拍数および授業前後の感情変化
に与える影響を明らかとすることを⽬的とした。

⽅法

⽅法
対象者︓⼤学体育授業を受講した６０名（男性３８名、
⼥性２２名）を解析の対象とした。

研究の対象となる授業では、⼿⾸型⼼拍計（Poral 
M200）を装着して2回実施した。

 1回⽬は、積極性は成績評価の⼀つであるという説明を
⾏い⼼拍計を装着して授業を実施した。

 2回⽬は、積極性を⼼拍数によって評価するという説明
の後、⼼拍計を装着して授業を実施した。

⼼拍計装着
⼼拍数による評価無し

⼼拍計装着
⼼拍数による評価あり

１回⽬ ２回⽬
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⽅法（授業の流れ）

 授業内容︓バスケットボール
 授業の説明および準備の後、授業前のアンケート記⼊
 レクリエーションとしてのドリブルリレーを約１０分程度実施
 ５分間のゲームを２回実施（休憩約１０分）
 全体でのまとめと⽚付けの後、授業後のアンケート記⼊を⾏った。
 ⼼拍数の測定は、レクリエーションの開始から全体でのゲームの終了ま
でとし、測定時間はおよそ５０分程度であった。

⼼拍数測定
授
業
開
始

説明
準備 ドリブルリレー ゲーム（５分）✕２ まとめ

⽚付け

授
業
終
了

授
業
前

ア
ン
ケ
ー
ト

授
業
後

ア
ン
ケ
ー
ト

⽅法（アンケート）
１回⽬および２回⽬の授業の開始と終了時に、
感情、⼼拍数への意識、積極性に関するアン
ケートを実施した。

感情のアンケートは、改訂版ポジティブ感情尺
度（橋本・村上、2011）を使⽤した。

⼼拍数への意識および積極性については、下記
の４段階のアンケートから回答を求めた。

1.とても積極的に取り組めた
2.おおむね積極的に取り組めた
3.あまり積極的に取り組めなかった
4.まったく積極的に取り組めなかった

1.とても意識した
2.おおむね意識した
3.あまり意識しなかった
4.まったく意識しなかった

分析⽅法（⼼拍数）

授業中の最⾼⼼拍数、平均⼼拍数、中央値および最⼤
⼼拍数の帯域別の⼼拍数出現時間の割合を算出した。

最⼤⼼拍数の帯域別の⼼拍数出現時間の割合は、年齢
から求めた最⼤⼼拍数（220-年齢）の39％以下、40
〜49％、50〜59％、60〜69％、70〜79％、80〜
89％、90％以上の出現時間を帯域別に算出し、計測時
間を100％として、計測時間に占める帯域別の⼼拍数
出現時間の割合をそれぞれ算出した。

それぞれの項⽬において、１回⽬の授業と２回⽬の授
業での⽐較を⾏った。

結果

結果（授業中の⼼拍数の典型例）

1回⽬:⼼拍数を計測しながらの授業
2回⽬:積極性の評価に⼼拍数を使⽤すると説明した授業

ドリブルリレー
ゲーム②ゲーム①

ゲーム① ゲーム②

⼼拍数（最⼤、平均、中央値）

• 1回⽬と2回⽬の間に、全て有意差あり（＊P<0.01）

＊

＊ ＊

積極性の評価に⼼拍数を使⽤すると、学⽣の授業中
の⼼拍数が有意に増加した。
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帯域別⼼拍数出現時間の割合

• 全ての帯域で1回⽬と2回⽬に有意差あり（＊P<0.05）
計測時間を100％として、計測時間に占める⼼拍数帯域の割合を算出

＊ ＊

＊

＊ ＊

＊

＊

 積極性の評価に⼼拍数を使⽤すると、中から⾼強度の
⼼拍数が有意に増加した。

アンケート結果（感情）

交互作⽤︓p<0.01
１回⽬、2回⽬共に授業前後の有意差有（＊p<0.01）
授業後の1回⽬と2回⽬に有意差有（†p<0.01）

交互作⽤無し（p=0.093）
授業前後の主効果あり（＊p<0.01）
1回⽬、2回⽬の主効果無し（p=1.01）

交互作⽤無し（p＞0.05）
授業前後の主効果あり（p＞0.05）
1回⽬、2回⽬の主効果無し（ p＞0.05 ）

†＊

＊

＊積極性の評価に⼼拍数を
使⽤した授業では、授業
後の快感情の増加量が増
えた。

授業中の中〜⾼強度の⼼
拍数の増加が関与か︖

アンケート結果
（積極性・⼼拍数への意識）

有意差あり
（＊p<0.01）

有意差あり
（＊p<0.01）

1.とても積極的に取り組めた
2.おおむね積極的に取り組めた
3.あまり積極的に取り組めなかった
4.まったく積極的に取り組めなかった

1.とても意識した
2.おおむね意識した
3.あまり意識しなかった
4.まったく意識しなかった

＊ ＊

積極性の評価に⼼拍数を使⽤した授業では、⼼拍
数への意識や、学⽣の主観的な積極性が増加した。

まとめ

授業中の⼼拍数（最⾼、平均、中央）および
中・⾼強度⼼拍数の出現時間は、⼼拍数で積極
性を評価した2回⽬の授業において、有意に増
⼤した。

また、両授業共に、授業後に快感情が有意に⾼
まり、その増加量は2回⽬の授業のほうが有意
に⼤きかった。

これらの結果から、⼤学体育授業での⼼拍計を
⽤いた積極性の評価は授業中の⼼拍数および授
業後の快感情を増加させることが⽰された。


